
飛
騨
市
誕
生
か
ら
十
一
年
目
を

迎
え
た
。
合
併
前
の
旧
町
村
か
ら

の
継
続
事
業
、
学
校
の
建
て
替
え

や
耐
震
化
工
事
、
ま
た
保
育
園
の

整
備
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
の

施
設
が
整
備
さ
れ
た
。
今
年
度
か

ら
始
ま
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

や
宮
川
振
興
事
務
所
等
が
整
備
さ

れ
る
と
、
市
内
の
大
型
事
業
は
ほ

ぼ
完
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
の
十
年
間
、
合
併
特
例
と
い

う
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
多
く
の

ハ
ー
ド
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。

一
方
こ
の
間
、
予
想
を
超
え
る

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、市
内

に
は
一
割
近
い
空
き
家
が
存
在
す

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
議
会
で
も

様
々
な
角
度
か
ら
調
査
し
、そ
の
対

策
に
つ
い
て
政
策
提
言
を
目
指
し

て
き
た
が
、具
体
的
な
方
向
を
示
す

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今
年
度
も

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、継
続
し
て

取
り
組
む
計
画
で
あ
る
。

今
議
会
に
お
い
て
会
派
を
超
え

と
り
ま
と
め
た
、
い
く
つ
か
の
議

員
発
議
案
件
が
可
決
さ
れ
た
。
多

く
の
課
題
に
つ
い
て
、
議
会
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
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編
集
後
記

議
員
定
数
等
特
別
委
員
会

�

委
員
長　

後　

藤　

和　

正

騨
市
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
捉

え
、
引
き
続
き
調
査
検
討
と
詰
め

が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
次
年
度

に
引
き
継
ぎ
を
し
ま
す
。

　

２
月
12
日
に
神
通
川
水
系
砂
防

工
事
事
務
所
の
所
長
・
副
所
長
よ

り
講
義
を
受
け
る
形
で
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。
大
正
初
期
に
開
設

さ
れ
た
神
通
川
水
系
砂
防
工
事
事

務
所
は
、
ま
も
な
く
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
先
人
た
ち
も
ま
た

災
害
等
に
苦
難
を
し
、
防
災
に
絶

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
し
て
き
た
こ
と

で
、
現
在
の
治
山
・
治
水
が
な
さ

れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
中
山
間
地
域
の
飛

騨
市
の
安
心
・
安
全
・
防
災
に
つ

い
て
は
不
断
の
努
力
を
厭
わ
な
い

覚
悟
を
持
た
な
け
れ
ば
と
、
考
え

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
は
古
川
商
工
会
の
皆

さ
ん
と
飛
騨
古
川
活
性
化
に
向

け
て
の
懇
談
会
を
持
ち
ま
し
た
。

「
地
域
活
性
化
に
向
け
て
情
報
や

考
え
方
を
共
有
し
よ
う
」と
い
う

テ
ー
マ
で
率
直
な
意
見
交
換
会
が

で
き
ま
し
た
。
高
齢
化
率
の
高
ま

り
と
人
口
減
少
問
題
の
中
、
古
川

商
工
会
の
抱
え
て
い
る
諸
問
題
は

飛
騨
市
全
体
に
も
通
ず
る
も
の
で

あ
り
、
と
て
も
今
後
の
政
策
提
言

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
以
上
を

産
業
常
任
委
員
会
の
報
告
と
し
ま

す
。

　

視
察
調
査

　

当
市
よ
り
議
員
定
数
の
少
な
い

下
呂
市
、美
濃
市
、山
県
市
議
会
を

訪
問
し
、
各
議
会
の
議
員
定
数
の

経
緯
や
根
拠
、委
員
会
運
営
、議
員

報
酬
等
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
の
素
案

　

全
員
協
議
会
を
開
催
し
委
員
外

委
員
の
意
見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
会
派
で
議
員
定
数（
案
）を
取

り
ま
と
め
た
結
果
、
ひ
だ
市
政
ク

ラ
ブ
、
新
生
飛
政
会
と
も
に
14
名

で
し
た
。

　

委
員
会
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
調
査
結
果
と
合
わ
せ

て
協
議
し
、
素
案
を
14
人
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

⑦
市
民
意
見
の
聴
取

　

そ
の
素
案
に
対
し
て
市
民
意
見

の
募
集
と
４
町
の
区
長
会
、自
治

会
協
議
会
等
に
意
見
の
取
り
ま
と

め
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
７
名

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
10
人
と
い
う
意
見
が

２
人
で
、
そ
の
他
に
議
員
定
数
11

人
、12
人
、13
人
以
下
、13
～
14
人
、

あ
ま
り
少
な
く
し
な
い
と
す
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
減
員
で
は
、

財
政
規
模
や
人
口
で
の
他
市
と
の

比
較
が
主
た
る
理
由
で
し
た
。

　

区
長
会
、
自
治
会
協
議
会
等
の

回
答
で
は
、古
川
町
か
ら
は
、定
数

の
削
減
と
議
長
採
決
が
な
い
偶
数

と
い
う
理
由
か
ら
素
案
に
賛
成
と

の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

河
合
、
宮
川
、
神
岡
町
か
ら
は
、

地
域
ご
と
の
意
見
を
列
記
さ
れ
提

出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
素
案

に
対
し
て
各
町
と
も
賛
成
多
数
で

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
民
意
見
の
募
集
及
び

区
長
会
自
治
会
の
皆
様
に
は
、貴
重

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
意
見
と
回
答
書
は
、議
員
全

員
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
各
議

員
が
参
考
に
し
て
議
会
及
び
議
員

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

⑧
条
例
改
正
案
可
決

　

市
民
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
と
合
わ
せ
協
議
し
、

委
員
会
で
採
決
し
た
結
果
、
賛
成

多
数
で
次
回
選
挙
よ
り
14
名
と
す

る
こ
と
で
３
月
本
会
議
に
委
員
会

発
議
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
議
長
を
除
く
採
決

で
賛
成
15
人
、
反
対
１
人
で
同
条

例
改
正
案
は
可
決
し
ま
し
た
。

　

設
置
の
経
過

　

平
成
23
年
度
に
議
会
改
革
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
合
併
10
年
目

の
平
成
26
年
度
ま
で
に
議
員
定
数

を
見
直
す
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
基
づ
き
平
成
25
年
３
月

本
会
議
に
て
議
員
定
数
等
特
別
委

員
会（
９
人
）が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
の
目
的

　

議
員
定
数
等
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
を
目
的
と
す
る
。

参
考
資
料

県
内
各
市
の
議
員
定
数
、人
口
、

世
帯
数
、将
来
推
計
人
口
、高
齢

化
率
、面
積
、一
般
会
計
予
算
、

財
政
規
模
等
の
重
要
項
目
、常
任

委
員
会
定
数
、職
員
数
、議
員
報

酬
、議
員
年
齢
構
成
調
査
票
等
。

　

有
識
者
に
よ
る
研
修
会

　

帝
京
大
学
教
授
・
自
治
大
学
校

客
員
教
授
の
内
貴
滋
先
生
を
迎
え
、

研
修
会
を
開
催
。
ま
た
、
正
副
委
員

長
に
て
明
治
大
学
政
経
学
部
講
師

廣
瀬
和
彦
先
生
の
行
政
管
理
講
座

「
地
方
議
員
の
定
数
・
報
酬
等
の
考

え
方
」を
受
講
し
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト

を
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
。


